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 1．趣 旨 

  本学では、令和６年度から数理・データサイエンス・AIを学ぶことの意義や社会における利用動

向・問題、基礎的な技術の概要を学ぶため、「北海道教育大学数理・データサイエンス・AI教育プ

ログラム（リテラシーレベル）」を開講した。 

同プログラムは、全学学部学生を対象に授業科目「情報教育実践論」を開講し、本科目の２単

位を取得することでプログラムの修了とする要件としている。 

  本自己点検評価書は、令和６年度の同プログラムの実施状況について、自己点検・評価の結

果を取りまとめたものである。 

 

 2．実施体制 

本プログラムの実施計画の策定や自己点検評価及び改善を図るため、北海道教育大学教育

委員会の下に、数理・データサイエンス・AI 教育プログラム部会（以下「MDASH 部会」という。）を

設置した。 

同部会は、本学所在の５キャンパス（札幌校、旭川校、釧路校、函館校、岩見沢校）及び未来の

学び協創研究センター所属の教員で構成しており、全学的な体制で同プログラムを運営・実施し

ている。  

 

（北海道教育大学教育委員会に設置する部会に関する要項（抜粋） 

第 8条 MDASH部会は，次に掲げる業務を行う。 

(1) 本学が実施する数理・データサイエンス・AI 教育プログラム(以下，この条において

「MDASH」という。)の実施計画の策定に関する業務 

(2) MDASHの基本方針及び運営方針に関する業務 

(3) MDASHを構成する授業科目の内容に関する業務 

(4) MDASHの実施についての各校間における連絡調整に関する業務 

(5) 学生が私物として所有するパソコン等のデバイスを使用して行う教育活動の推進及び運 

営に関する業務 

(6) MDASHに関する自己点検評価及び改善に関する業務 

(7) その他 MDASHに関する業務 

 

 

 



 3．自己点検評価の方法 

  MDASH 部会において、令和６年度におけるプログラム構成科目「情報教育実践論」に関し、 

以下の観点で自己点検評価を実施した。 

  (1)学内からの視点 

①「プログラムの履修・修得状況」 

②「学修成果」 

③「学生の内容の理解度」 

④「後輩等への推奨度」 

⑤「履修者数、履修率向上に向けた計画の達成・進捗状況」 

  （2）学外からの視点 

①「修了者の進路先、活躍状況、企業等の評価」 

②「産業界からの視点を含めた教育プログラム内容・手法等への意見」 

  （3）その他 

①『数理・データサイエンス・AIを「学ぶ楽しさ」「学ぶことの意義」を理解させること』 

②『内容・水準を維持・向上しつつ、より「分かりやすい」授業とすること』 

   

4．自己点検評価の結果 

  (1)学内からの視点 

①「プログラムの履修・修得状況」 

全学的に運用されている教育支援総合システムのデータをもとに、受講者の履修・取得状 

況を確認している。令和６年度のプログラムを構成する授業科目「情報教育実践論」の履修 

者数は 21人であった。本学の収容定員は 4，740人であることから、履修率は 0．44％（21人

／4，740 人）と非常に少ない状況であった。令和７年度は、履修者増に向けて、更なる働きか

けが必要である。 

なお、当該科目は１科目で５つの審査項目及びモデルカリキュラムを網羅しており、履修 

者 21人のうち 1人が欠席したことから修了率は 95．2％である。 

なお、令和７年度から「情報機器の操作」の内容を見直した授業科目「現代社会の情報活 

用」を開設（教員養成課程・国際地域学科地域教育専攻においては必修科目、国際地域学 

科地域協働専攻及び芸術・スポーツ文化学科においては選択科目）し、同プログラムに追加 

することとしている。 

「情報教育実践論」「現代社会の情報活用」のそれぞれの科目が単独で５つの審査項目 

及びモデルカリキュラムを網羅しており、どちらか一方の科目を履修・単位修得することでプ 

ログラムを修了することができる。科目の選択肢を増やすことで、令和７年度以降、同プログラ 

ムの履修者数増を見込んでいる。 

 

 

 

 



②「学修成果」 

学生アンケートにおいて以下の項目について質問を行った。いずれも肯定的な回答であり、 

学修成果があったと言える。 

 

・「3 講義で使用された教材(ICTツールやアプリ)は役に立つと思いましたか？」 

との質問について、「役に立つ」等の肯定的な回答が 100％であった。（回答平均値 

（４が最高）は、３．８５であった。） 

 

   

 

 

・「4 この講義の受講によって、数理・データサイエンス・AIへの興味や関心が広がりま 

 したか？」との質問について、「広がった」等の肯定的な回答が 100％であった。（回答

平均値（４が最高）は、３．８０であった。） 
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15%(3)
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４．役に立つ
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１．役に立たない
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１．変わらない



 

・「5 この講義の受講内容が、これからの学生生活や未来において、友達等との話題に 

 なることがあると感じますか？」との質問について、「話題になる」等の肯定的な回答が 

95％であった。（回答平均値（４が最高）は、３．５０であった。） 

 

   
 

 

・「6 この講義の受講内容が、これからの学生生活や未来において、他の学生や新しい 

 人脈など、人的ネットワークの広がりにつながると感じますか？」との質問について、 

「広がる」等の肯定的な回答が 75％であった。（回答平均値（４が最高）は、３．１０であ 

った。） 
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③「学生の内容の理解度」 

 学生アンケートにおいて以下の項目について質問を行った。肯定的な回答が 95％であ 

り理解度が高いと言える。 

 

・「講義の内容について、全体の理解度はどのように感じていますか？」との質問につい 

て、「概ね理解できた」等の肯定的な回答が 95％であった。（回答平均値（４が最高） 

は、３．６５であった。） 

   

     
 

④「後輩等への推奨度」 

   学生アンケートにおいて以下の項目について質問を行った。肯定的な回答が 100％で 

あり、後輩等への推奨度が高いと言える。 

なお、推奨しようとする理由については、複数回答で 

① 教材(ICT ツール・アプリ)が役立つと思うから 16件 

② 講義の内容が興味深かったから 14件 

③ 講義の実施方法・講師の教え方が良かったから 13件 

④ 内容に対する理解が深まったから 10件 

⑤ 他の講義内容や活動や実生活等で応用できそうだから 10件 

が挙げられている。 

 

・「この講義を他の学生に推薦しようと思いますか？」との質問について、全ての学生が 

「とても思う」等の肯定的な回答をした。 

70%（14)

25%(５)

5%（1）

0%（0）

４.概ね理解できた

3

2

１．ほとんど理解で

きなかった



     
 

⑤ 「履修者数、履修率向上に向けた計画の達成・進捗状況」 

履修者数増に向け、全学会議での周知、全学 HPや教育支援総合システム等による学 

生への周知などの取組を行ったが、令和６年度は開講初年度ということもあり認知度が低く 

履修者数は２１人にとどまった。令和７年度においては、更なる周知を図っていく。 

なお、令和７年度から「情報機器の操作」の内容を見直した授業科目「現代社会の情報 

活用」を開設（教員養成課程・国際地域学科地域教育専攻においては必修科目、国際地 

域学科地域協働専攻及び芸術・スポーツ文化学科においては選択科目）し、同プログラム 

に追加することとしている。 

「情報教育実践論」「現代社会の情報活用」のそれぞれの科目が単独で５つの審査項 

目及びモデルカリキュラムを網羅しており、どちらか一方の科目を履修・単位修得すること 

でプログラムを修了することができる。科目の選択肢を増やすことで、令和７年度以降、同 

プログラムの履修者数増を見込んでいる。 

   

（2）学外からの視点 

①「修了者の進路先、活躍状況、企業等の評価」 

   本プログラムを修了した卒業生は令和６年度末時点で出ていない。卒業生を輩出後、就

職先への意見聴取等により、活躍状況等確認を行う予定である。 

 

②「産業界からの視点を含めた教育プログラム内容・手法等への意見」 

     本学の主な就職先や共同研究先である学校現場や企業等に対して、本学の数理・デー 

タサイエンス・AI教育プログラムの内容を説明し、意見等を聴取していくこととする。 

 

 

 

55%（11)

45%(9)

0%（0）
0%（0）

４．とても思う

3

2

１．全く思わない



（3）その他 

①『数理・データサイエンス・AIを「学ぶ楽しさ」「学ぶことの意義」を理解させるこ 

と』 

  学生アンケートから 

・「自分が児童・生徒の頃とは全く異なった教育が展開されようとしている事を実感した。 

 情報化に伴って社会が教育に求めていることは次々と更新されていく。教員のアップデ 

ートの重要性を痛感すると共に、今の自分に足りないものやこれからの自分が身につ 

けなければならないことを発見できた。」 

・「ツールやアプリの使い方がわかるとともに、教育の場で ICTをどのように使っていくべき 

かを考えさせられる内容だったことがよかった。他の授業では理論的な内容でとどまって 

しまうところを、実際に触ってそのメリットもデメリットも様々な面を体感できてよかった。」 

・「AIの使用や動画編集などやってみようと思っていてもなかなか手が出せなかったことも 

講義で取り上げられていたので学びの一歩を踏み出すことができた。」 

・「プログラミングや生成 AIを簡単な操作から学ぶことができ，考え方や情報活用の仕方に 

ついて理解を深められた。」 

など、「学ぶ楽しさ」や「学ぶことの意義」についての意見が多く寄せられた。 

 

②『内容・水準を維持・向上しつつ、より「分かりやすい」授業とすること』 

      講義について、難しかった点、改善点などについて、学生アンケートで質問しており、寄 

せられた意見等を踏まえて、授業内容を改善していく。具体的には、課題解決に際しての 

活動時間が短かった。」という意見や、機械学習のプログラムがうまく動かなかったという意 

見があったが、既に活動内容を見直したり、機械学習で使用するプログラミング環境を変 

更したりしている。 

 

 


